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第２次八峰町総合振興計画基本目標�第２次八峰町総合振興計画基本目標�
～彩り豊かな文化とふるさとをささえる人づくり～�

６つの基本目標�
①豊かな自然と共生するまちづくり��

②快適で安全な暮らしを支えるまちづくり��

③未来につながる活力ある産業づくり��

④安心して健やかに暮らせるやすらぎのまちづくり��

⑤彩り豊かな文化とふるさとをささえる人づくり��

⑥町民とつくるパートナーシップのまちづくり�

基本目標� 施　　　　策�

彩り豊かな文化�

とふるさとをさ�

さえる人づくり�

（1）学校教育の充実�
（2）家庭教育の充実�
（3）社会教育の充実�
（4）生涯学習の促進�
（5）芸術・文化活動の振興と�
　 伝統文化・芸能の保存と継承�
（6）スポーツ・レクリエーション活動の充実�
（7）地域間交流・国際交流の推進�

　
統
合
に
よ
り
誕
生
す
る
新
し
い

小
中
学
校
が
保
護
者
や
地
域
の
期

待
に
応
え
て
特
色
あ
る
教
育
活
動

を
展
開
で
き
る
よ
う
、
既
存
の
学

校
も
含
め
人
的
配
置
や
施
設
設
備

な
ど
教
育
環
境
を
整
備
す
る
。�

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
一
層
の
活
用
策
や
英

語
・
外
国
語
活
動
の
先
進
的
な
展

開
、
さ
ら
に
持
続
可
能
な
社
会
を

支
え
る
人
材
育
成
と
し
て
の
ふ
る

さ
と
教
育
の
充
実
に
努
め
る
。�

��

●
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進
と
創
意

あ
る
教
育
課
程
の
編
成
…
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
設
置

に
取
り
組
む
、
情
報
教
育
及
び

教
科
指
導
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
の
充
実
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

の
配
置
を
継
続
す
る
な
ど�

●
英
語
に
親
し
み
、
英
語
を
使
え

る
子
ど
も
の
育
成
の
た
め
の
各

種
施
策
の
展
開
…
Ｈ
32
か
ら
小

学
校
高
学
年
の
英
語
教
科
化
に

あ
わ
せ
て
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）の
増
員
を
図
る
な
ど�

�

　
芸
術
・
文
化
関
連
の
団
体
や
グ

ル
ー
プ
等
の
支
援
は
も
と
よ
り
、

芸
術
・
文
化
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
等

も
積
極
的
に
支
援
し
、
地
域
の
元

気
を
創
出
す
る
と
と
も
に
文
化
活

動
に
よ
る
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

の
創
出
・
育
成
に
努
め
る
。�

　
ま
た
、
伝
統
文
化
や
文
化
財
を

次
代
に
伝
え
る
活
動
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
財
産
と
し
て

町
づ
く
り
に
活
か
す
工
夫
に
努
め

る
。�

��

●
文
化
祭
芸
能
発
表
者
数
…
１
７

１
人（
Ｈ
27
）↓
１
６
０
人
（
Ｈ

37
）�

��

●
文
化
・
芸
術
に
よ
る
地
域
づ
く

り
…
創
作
太
鼓
を
は
じ
め
、
各

種
団
体
や
グ
ル
ー
プ
等
に
よ
る

文
化
芸
術
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
す

る�

●
郷
土
芸
能
の
保
存
と
継
承
…
町

無
形
文
化
財
、
県
無
形
文
化
財

指
定
へ
の
働
き
か
け
を
積
極
的

に
行
う
な
ど�

�

　
ふ
る
さ
と
会
や
友
好
都
市
な
ど

と
の
交
流
を
進
め
、
地
域
の
活
性

化
と
誇
り
と
愛
着
を
も
て
る
ふ
る

さ
と
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
。�

　
ま
た
、
国
際
交
流
を
積
極
的
に

行
う
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
対
応
し
た
人
材
育
成
や
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
。�

�

　�●
地
域
間
交
流
の
推
進
…
ふ
る
さ

と
会
と
の
交
流
を
充
実
さ
せ
る
、

地
域
間
交
流
を
活
か
し
た
移
住
・

定
住
事
業
を
積
極
的
に
実
施
す

る
、
東
京
都
足
立
区
な
ど
友
好

都
市
と
の
文
化
的
・
経
済
的
交

流
を
促
進
す
る
な
ど�

●
国
際
交
流
の
推
進
…
町
内
の
企

業
、
団
体
、
町
民
等
が
実
施
す

る
国
際
交
流
活
動
に
対
す
る
支

援
の
充
実
に
努
め
る
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
対
応
し
た
環
境
の
整

備
を
図
る
な
ど�

�

PART5

　平成28年３月に策定された「第２次八峰町総合振興計画」。同年４月から平成37年までの10年間を計画

期間としており、６つの基本目標を実現することで町の将来像「白神の自然と人とで創るやすらぎのまち」

を目指します。�

　６つの中から今回は「彩り豊かな文化とふるさとをささえる人づくり」の主な施策を紹介します。�

（1）
学
校
教
育
の
充
実�

基
本
方
針�

（5）
�

基
本
方
針�

具
体
的
な
施
策�

成
果
目
標�

具
体
的
な
施
策�

（7）
地
域
間
交
流
・
国
際
交
流
の
推
進�

芸
術
・
文
化
活
動
の
振
興
と�

伝
統
文
化
・
芸
能
の
保
存
と
継
承�

　
　
月
14
日
、
峰
栄
館
で
平
成
28

　
　
年
度
八
峰
町
成
人
式
が
行
わ

れ
、
対
象
者
77
名
の
う
ち
、
式
典

に
は
65
名
が
出
席
し
ま
し
た
。�

　
式
典
で
は
、
中
学
校
時
代
の
恩

師
に
よ
る
新
成
人
者
の
点
呼
が
行

わ
れ
た
後
、
加
藤
町
長
が
、
「
ア

ス
リ
ー
ト
に
は
３
つ
共
通
す
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
高
い
目
標

を
持
ち
、
人
並
み
以
上
の
努
力
を

し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い

る
こ
と
。
こ
れ
を
教
訓
と
し
、
納

得
で
き
る
人
生
に
し
て
ほ
し
い
」

と
新
成
人
を
激
励
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て

金
谷
弥
明
さ
ん
と
石
井
茜
さ
ん
に

町
長
か
ら
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た

ほ
か
、
成
人
の
誓
い
で
は
富
岳
彰

子
さ
ん
が
「
社
会
の
一
員
と
い
う

こ
と
を
自
覚
し
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
に
誇
り
を
持
っ
て
い
き
た
い
」
、

石
崎
瞭
さ
ん
は
「
成
人
し
た
意
味

を
考
え
、
責
任
感
を
持
っ
て
行
動

す
る
こ
と
を
心
掛
け
た
い
」
と
力

強
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
式
典
終
了
後
は
、
峰
神
太
鼓
に

よ
る
太
鼓
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。�

　
ま
た
、
記
念
写
真
撮
影
後
は
、

峰
浜
地
区
、
八
森
地
区
に
分
か
れ

て
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
開
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
近
況
報
告
や
、
思
い
出
話

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。�

８�


